
http://www.jr-souren.com

発行所

（9月15日号）

全日本鉄道労働組合総連合会
〒１４１
‐００３１ 東京都品川区西五反田３‐２‐１３
０３（３４９１）７１９１ FAX０３（３４９１）７１９２
e-mail jr-souren@hkg.odn.ne.jp
発行人 武井政治 編集人 松田和久

毎月１５日発行 本紙は再生紙を使用しています。

2012年
9月15日
第168号

2012.9.15（5）2012.9.15（6）

いざ！という時、大丈夫ですか？あなたの保険

ＪＲ総連・各ＪＲ労組賛助団体

㈱鉄道ファミリー
〒141-0031 東京都品川区西五反田 3 - 2 -13

TEL03（3490）3862 JR（058）4114・5

《取扱商品》
▲ 自動車保険・組合主催行事保険・ゴルファー保険
▲ がん保険・医療保険
▲ ＪＲ積立年金
▲ 組合旗・組合バッジ・ゼッケン
▲ 健康食品・自然食品・お茶・みかん

　

今
国
会
で
は
Ｊ
Ｒ
総
連
や

労
働
界
が
要
求
し
た
様
々
な

法
案
や
事
柄
が
審
議
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
は
派
遣
法
の
改
定

の
よ
う
に
、
当
初
求
め
て
い
た

も
の
と
内
容
が
違
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
や
、
ツ
ア
ー
バ
ス
を

め
ぐ
る
取
り
扱
い
の
よ
う
に
、

不
十
分
な
も
の
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
総
連
と

し
て
は
そ
の
動
き
に
注
視
し
、

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
直

接
意
見
を
伝
え
る
運
動
を
強

め
た
。
そ
の
一
つ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
労
働
者
派
遣
法

の
政
省
令
案
改
正
に
対
す
る

意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）と
、
道
路
運
送
法
施
行

規
則
改
正
に
対
す
る
意
見
募

集
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
組

織
と
し
て
の
意
見
を
提
出
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
に
対
し

て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
提
出
す
る
と
同
時
に
、
組

合
員
に
も
積
極
的
に
呼
び
か
け
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
全
体
で

８
万
８
千
件
集

ま
っ
た
。一
方
、

派
遣
法
に
対
し

て
は
86
件
の
意

見
し
か
な
く
、

労
働
界
全
体
の

姿
勢
が
問
わ
れ

る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

　

日
本
と
韓
国
の
鉄
道
労
働
者
が
時
々
の
課

題
に
つ
い
て
討
論
す
る
日
韓
労
組
リ
ー
ダ
ー

討
論
会
が
９
月
３
日
、
宮
城
県
松
島
で
開
催

さ
れ
、
日
韓
の
鉄
道
、
地
下
鉄
の
労
組
な
ど

12
組
織
の
代
表
21
名
が
参
加
し
た
。

　

９
回
目
の
討
論
会
と
な
っ
た
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
安
全
と
労
働
組
合
の
対
応
」。
鉄
道

の
安
全
を
守
る
た
め
の
日
韓
で
の
闘
い
の
現

状
、
成
果
、
課
題
を
出
し
合
い
議
論
し
た
。

　

日
本
か
ら
は
「
責
任
追
及
か
ら
原
因
究
明

へ
」
の
安
全
哲
学
を
も
と
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

労
組
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
、
Ｊ
Ｒ
西
労
か
ら
闘
い

を
報
告
、
韓
国
か
ら
は
ス
ト
レ
ス
等
に
よ
る

運
転
士
の
相
次
ぐ
自
殺
、
職
場
へ
の
競
争
原

理
導
入
に
よ
り
、
安
全
よ
り
運
行
が
優
先
さ

れ
、
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
仙
台
地
本
皆
本
書
記

長
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
、
復
興
の
取

り
組
み
、職
場
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

討
論
の
ま
と
め
で
Ｊ
Ｒ
東
労
組
吉
川
書
記

長
は
、
日
韓
の
経
営
側
の
事
故
へ
の
対
応
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
処
分
や

教
育
の
あ
り
方
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
を

提
案
し
た
。
ま
た
、
今
年
12
月
に
開
催
さ
れ

る
国
際
労
働
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

の
議
論
を
両
国
が

リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
今

後
も
韓
国
の
鉄
道

労
働
者
と
の
議
論

を
継
続
し
、
日
韓

労
働
運
動
の
発
展

を
目
指
し
て
い
く
。

　

ビ
ル
マ（
ミ
ャ
ン

マ
ー
）の
民
主
化
を
求
め

る
「
８
８
８
８
行
動
日
」

の
集
会
と
デ
モ
が
８
月

８
日
、
在
日
ビ
ル
マ
人

有
志
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
代
表
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
行
動
日
は
、
ビ

ル
マ
で
民
主
化
運
動
を

し
て
い
た
学
生
や
市
民

が
１
９
８
８
年
８
月
８
日
、
軍
に
よ
っ
て
弾
圧

さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
民
主
化

を
実
現
す
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

集
会
で
は
ビ
ル
マ
の
現
政
権
に
対
し
、
政
治

犯
の
釈
放
や
公
平
な
憲
法
と
法
律
の
制
定
、

少
数
民
族
へ
の
弾
圧
を
や
め
る
こ
と
を
訴
え
、

日
本
政
府
に
も
ビ
ル
マ
の
現
政
権
に
対
し
て

毅
然
と
し
た
対
応
を
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

昨
年
ま
で
毎
年
こ
の
抗
議
行
動
に
共
に
参

加
し
て
い
た
ビ
ル
マ
海
員
組
合
日
本
代
表
の

マ
ウ
ン
・
マ
ウ
ン
・
ウ
ー
氏
は
、
今
年
７
月
10

日
、
24
年
ぶ
り
に
念
願
で
あ
っ
た
母
国
ビ
ル

マ
へ
の
帰
国
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

様
々
な
困
難
の
中
、
ビ
ル
マ
国
内
で
民
主
化

運
動
や
労
働
組
合
の
結
成
の
た
め
に
奔
走
し

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
７
月
20
日
〜
25
日
、
武
井
委

員
長
と
山
田
国
際
部
長
を
ビ
ル
マ
へ
派
遣

し
、
マ
ウ
ン
氏
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
組
合

結
成
を
目
指
す
労
働
者
や
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
氏
率
い
る
国
民
民
主
連
盟（
Ｎ

Ｌ
Ｄ
）幹
部
と
面
会
す
る
な
ど
、
連
帯
と
支

援
の
取
り
組
み
も
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
れ
か
ら
も
ビ
ル
マ
情
勢
を

注
視
し
、
ビ
ル
マ
民
主
化
の
た
め
に
た
た
か

う
仲
間
と
の
連
帯
を
強
化
し
て
い
く
。

　
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大

会
」
が
９
月
９
日
、
宜
野
湾
海
浜
公
園
多
目
的

広
場
で
午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
集
会
に

は
県
内
外
か
ら
市
民・労
働
組
合
な
ど
10
万
１
千

名（
主
催
者
発
表
）が
参
加
し
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
。
大
会
参
加
者
数
は
、
沖
縄
返
還
後
県
民

大
会
参
加
者
数
の
最
大
規
模
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
全
国
か
ら
、
代
表
者
33
名
で
参

加
。
午
前
８
時
30
分
会
場
に
到
着
し
た
。
会
場

に
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
反
対
の
意
思
表
示

（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）と
し
て
「
赤
」
色
の
服
や
小

物
を
持
参
し
次
か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ
る
人

波
に
改
め
て
、
沖
縄
県
民
の
「
基
地
問
題
」
や

「
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
」
の
強
い
意
志
を
肌
で
感

じ
た
。

　

会
場
で
は
10
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
歌

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
反
戦
平
和
を
訴
え
た
。
11
時

か
ら
は
県
会
議
員
・
沖
縄
県
全
41
市
町
村
長
や

代
理
が
出
席
す
る
中
、
県
民
大
会
が
力
強
い
開

会
宣
言
で
は
じ
ま
っ
た
。
大
会
で
は
共
同
代
表

者
が
次
々
と
あ
い
さ
つ
を
し
、「
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
を
進
め
る
米
国
や
、
民
意
を
無
視
す
る
日

本
政
府
が
配
備
を
断
念
す
る
ま
で
頑
張
ろ
う
」

「
頻
発
す
る
事
故
は
重
大
だ
、
住
民
の
頭
上
を

飛
行
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
訴

え
た
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
予
定
の
普
天
間
飛
行

場
を
抱
え
る
宜
野
湾
市
長
は
、「
県
内
配
備
反

対
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
返
還
」
を
強
く
要

請
し
た
。

　

県
民
大
会
の
最
後
に
「
日
米
両
政
府
に
対
し

て
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
撤
回
と
普
天
間
飛
行

場
の
閉
鎖
・
撤
去
を
要
請
す
る
決
議
」
を
参
加

者
全
員
で
採
択
し
終
了
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
平
和
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、全
国
の
仲
間
と
と
も
に
と
り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
議
員
団
会
議
は
８
月
21

日
、「
第
22
回
全
国
会
議
」
を
参
議

院
議
員
会
館
で
開
催
し
、
２
０
１
２

年
度
の
活
動
方
針
、
新
役
員
な
ど
を

決
定
し
た
。

　

高
橋
美
奈
雄
団
長（
高
崎
市
議
）は

冒
頭
「
参
議
院
議
員
会
館
の
会
場
で

開
催
で
き
る
こ
と
は
組
織
内
に
国
会

議
員
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
の
大
き
な

成
果
で
あ
り
、
大
変
意
義
深
い
も
の

だ
」
と
述
べ
、
①
消
費
税
増
税
を
柱

と
し
た
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
関
連
法
」②
東
日
本
大
震
災
と
原

発
事
故
の
関
係
③
美
世

志
会
の
上
告
棄
却
④
公

共
交
通
の
あ
り
方
⑤
混

迷
を
極
め
て
い
る
政
治

状
況
に
つ
い
て
５
つ
の

課
題
を
提
起
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総

連
・
武
井
委
員
長
、
美

世
志
会
・
山
田
知
氏
が

あ
い
さ
つ
を
し
、
え
ん

罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区

事
件
へ
の
支
援
な
ど
を

述
べ
た
。

　

２
日
目
の
意
見
交
換

会
に
は
、
新
党
大
地
・

真
民
主
幹
事
長
代
行
の

浅
野
貴
博
代
議
士
、
田

城
郁
参
議
院
議
員
も
参

加
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
精

神
で
あ
る
「
平
和
、
人

権
、
環
境
、
民
主
主
義
」
を
基
軸
に

幅
広
い
議
員
団
の
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
全
体
で
確
認
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
Ｊ
Ｒ
東

労
組
バ
ス
関
東
本
部
と

と
も
に
８
月
20
日
、
国
土

交
通
省
が
設
け
た
高
速

ツ
ア
ー
バ
ス
の
「
今
夏
の

過
労
運
転
防
止
に
係
わ

る
緊
急
対
策
」
に
つ
い
て

実
態
を
調
査
し
た
。

　

実
態
調
査
に
は
、
30
名

の
組
合
員
が
参
加
。
事
前

学
習
の
あ
と
Ｊ
Ｒ
東
京

駅
・
新
宿
駅
周
辺
の
２
カ

所
で
、
高
速
バ
ス
表
示
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
と
づ

く
「
車
両
に
お
け
る
表

示
」、「
交
替
運
転
者
の
適

正
な
配
置
」
等
に
つ
い
て

54
両
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス

を
調
査
し
、
い
ま
だ
適
正

な
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い

車
両
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
駐

車
位
置
、
お
よ
び
駐
車
時

間
な
ど
で
道
路
交
通
法
違

反
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

現
実
も
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
調
査
結
果
と
し

て
、
国
土
交
通
省
の
緊
急

対
策
や
法
令
遵
守
が
高
速

ツ
ア
ー
バ
ス
に
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
う
き
ぼ

り
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
バ
ス
業

界
全
体
の
安
全
意
識
の

向
上
と
安
全
性
を
確
保

の
た
め
に
、
行
政
に
よ
る

指
導
・
監
督
の
徹
底
を
再

度
要
請
す
る
。
そ
し
て
、

安
全
で
働
き
や
す
い
バ

ス
会
社
を
つ
く
る
た
め

奮
闘
し
て
い
く
。

　JR総連加盟の聚楽労組は、2012年夏季手当をめぐり粘り
強い交渉の結果、8月21日、23000円を勝ちとり、交渉を妥
結した。これは10年、11年の結果を大幅に上回る成果である。

違法な場所で乗車が行われている

第
9
回
日
韓
労
組

リ
ー
ダ
ー
討
論
会

役 職 名 氏　名 議会名 単組名
顧　 問 松本敏雄 （元さいたま市議会） JR東労組
団　 長 高橋美奈雄 高崎市議会 JR東労組
副 団 長 田城　郁 参議院議員

日角邦夫 函館市議会 JR北海道労組
岩瀬義信 勝浦市議会 JR東労組
楠　達男 関ヶ原町議会 JR東海労
宮川　寿 盛岡市議会 JR東労組

幹 事 長 羽田房男 福島市議会 JR東労組
幹　 事 小笠原直治 安平町議会 JR北海道労組

秋村光男 青森市議会 JR東労組
小林義直 長野市議会 JR東労組
柳沢浩之 安中市議会 JR東労組
矢田松夫 山陽小野田市議会 JR西労

Ｊ
Ｒ
総
連
議
員
団
会
議

第
22
回
全
国
会
議
を
開
催

ビルマ民主化のために闘う労働者・市民と連帯
「8888」行動日集会・デモに参加

道交法違反 変わらぬツアーバスの実態
高速ツアーバスの実態調査を実施！

「オスプレイ配備反対」
9.9沖縄県民大会10万人が結集!

政府の施策に注目しよう！
JR総連トシテパブリックコメントを提出

聚楽労組
夏季手当交渉妥結
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今
年
も
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
日
、
そ

し
て
敗
戦
の
日
を
迎
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
連
合
の
「
２
０
１
２
平
和

行
動
ｉ
ｎ
広
島
・
長
崎
」
の
行
動
を
中
心
に
、

中
国
地
協
と
九
州
地
協
が
平
和
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
。

　

今
年
も
原
水
爆
大
会
を
中
心
に
し
た
取
り

組
み
で
は
、
い
ず

れ
も
核
兵
器
の
み

な
ら
ず
、
す
べ
て

の
核
を
廃
絶
す
る

た
め
の
集
会
や
会

議
が
行
わ
れ
た
。

　

８
月
４
日
か
ら

６
日
に
開
催
さ
れ

た
広
島
で
の
行
動

に
は
、
中
国
地
協

は
非
核
平
和
行
進

や
折
鶴
平
和
行

進
・
原
水
禁
大
会

開
会
式
な
ど
に
、

の
べ
80
人
以
上
が

参
加
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
か

ら
９
日
の
長
崎
で

の
行
動
に
は
九
州

地
協
か
ら
組
合
員

と
家
族
、
Ｏ
Ｂ
、

九
州
９
条
連
会
員

な
ど
が
参
加
し
、

19
名
で
朝
鮮
人
犠

牲
者
慰
霊
碑
へ
の

献
花
と
折
鶴
を
持

参
し
た
。そ
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
２
０
１
２
平
和
ナ
ガ
サ
キ
大

会
へ
の
参
加
や
慰
霊
碑
を
巡
り
、
岡
ま
さ
は

る
記
念
平
和
資
料
館
を
見
学
し
、
維
持
継
続

の
た
め
の
カ
ン
パ
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
核
の
惨
禍
を
あ
ら
た
め
て

目
の
当
た
り
に
し
、
今
後
も
平
和
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

す
べ
て
の
核
の
廃
絶
を
！

広
島・長
崎
平
和
行
動
に
参
加

　

首
相
官
邸
周
辺
に
は
毎
週
金
曜
日
の
夕

方
、
脱
原
発
の
意
志
を
表
明
す
る
た
め
に
多

く
の
市
民
が
集
ま
っ
て
い
る
。
最
初
は
少
人

数
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
抗
議
行
動
は
、
大

飯
原
発
の
再
稼
働
の
前
後
か
ら
爆
発
的
に
増

加
し
、
10
万
人
を
超
え
る
人
々
が
、
思
い
思

い
の
姿
と
主
張
を
携
え
て
、
国
会
に
集
ま
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る

選
択
肢
」
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
９
割
が
原
発
ゼ
ロ
を
支
持
し
、
討
論
型

意
見
聴
取
会
で
も
８
割
以
上
の
人
が
脱
原
発

の
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

国
民
の
怒
り
の
声
を
「
大
き
な
音
だ
ね
」

と
し
か
受
け
止
め
な
か
っ
た
野
田
首
相
も
、

つ
い
に
デ
モ
の
主
催
者
と
面
談
を
行
い
、
原

発
ゼ
ロ
に
つ
い
て
も
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
な
ど
、
そ
の
声
は
少
し
ず
つ
、
官
邸
の

中
に
も
届
き
は
じ
め
て
い
る
。

　

一
方
、
マ
ス
コ
ミ
を
中
心
に
、
レ
ッ
テ
ル

貼
り
な
ど
で
反
対
派
を
分
断
し
よ
う
と
す
る

動
き
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
「
金
曜

デ
モ
」
に
呼
応

す
る
か
た
ち
で
、

全
国
の
様
々
な

場
所
で
抗
議
行

動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
脱
原
発

の
意
志
を
持
つ

仲
間
た
ち
と
と

も
に
、
怒
り
と

抗
議
の
声
を
上

げ
よ
う
！

撮影 広河隆一（DAYS JAPAN編集長） JR総連小室共闘部長のインタビュー記事が琉球新報9月10日に掲載

長崎では独自の学習活動も工夫した

広島平和行動には組合員の家族も参加した

JR総連第7回「脱原発」学習会
講演：「電気は誰がつくるのか

再生可能エネルギーへの転換は可能か」

講師：連合通信記者　山本　航　氏
日時：2012年10月9日（火）
　　　14時〜17時
会場：参議院議員会館
　　　地下１階B107会議室

組合員の参加をお待ちしています！

脱
原
発
の
意
志
を

響
か
せ
よ
う
！

　

沖
縄
県
民
大
会
に
連
帯
す
る
取
り
組
み
は

各
地
で
も
行
わ
れ
た
。

　

東
京
で
は
「
9・
9
沖
縄
県
民
大
会
と
同

時
ア
ク
シ
ョ
ン
『
国
会
包
囲
』」
の
呼
び
か
け

で
、
県
民
大
会
と
同
時
刻
に
国
会
を
取
り
囲

む
行
動
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
平
和
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

市
民
団
体
が
中
心
と
な
り
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
短
時
間
で
構
想
さ
れ
た
取
り
組
み
は
、

宣
伝
な
ど
も
十
分
と
は
い
え
ず
成
功
は
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
が
、
炎
天
下
の
中
続
々
と
人
々

が
集
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
、
2
0
0

名
を
超
え
る
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

11
時
か
ら
国
会
の
正
門
前
で
は
、
実
行
委

員
の
人
た
ち
が
沖
縄
に
連
帯
し
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
反
対
を
訴
え
た
。
中
に
は
小
学
生
か

ら
の
訴
え
も
あ
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
危
険
性

を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。

　

12
時
に
な
る
と
、
創
造
性
豊
か
な
ス
タ
イ

ル
で
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
国
会
を
包
囲
し
は

じ
め
、
わ
ず
か
20
分
ほ
ど
で
完
全
に
包
囲

し
、
全
員
で
手
を
繋
い
で
あ
ら
た
め
て
訴
え

を
行
っ
た
。

　

参
加
者
は
１
万
に
の
ぼ
り
、
東
京
で
も
継

続
し
て
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

山
口
県
岩
国
市
で
は
、
台
風
の
た
め
沖
縄

で
延
期
に
な
っ
た
８
月
５
日
、
９
月
９
日
の

２
度
に
わ
た
っ
て
沖
縄
大
会
に
連
帯
す
る
集

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
８
・
５
沖
縄
県
民
大
会
と
連
帯
す
る
会
」

が
主
催
す
る
「
８
・
５
沖
縄
県
民
大
会
と
連

帯
す
る
『
オ
ス
プ
レ
イ
搬
入
・
配
備
反
対
！
』

岩
国
集
会
」
が
８
月
５
日
に
岩
国
市
福
祉
会

館
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
総
連
中
国
地
協
、
９

条
連
・
市
民
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。

　

集
会
は
、
７
月
22
〜
23
日
の
「
オ
ス
プ
レ

イ
搬
入
阻
止
闘
争
」
を
撮
影
し
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ビ
デ
オ
で
は
じ
ま
り
、
連
帯
す
る
会
の

田
村
会
長
か
ら
の
力
強
い
挨
拶
に
つ
づ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
議
員
団
・
田
村
順
玄
岩
国
市

議
会
議
員
、
岩
国
爆
音
訴
訟
・
藤
川
事
務
局

長
、
愛
宕
山
を
守
る
会
・
岡
村
代
表
、
Ｊ
Ｒ

総
連
・
萩
原
副
委
員
長
か
ら
連
帯
の
挨
拶
を

受
け
た
。
さ
ら
に
９
条
連
や
ま
ぐ
ち
・
稲
尾

代
表
と
Ｊ
Ｒ
西
労
岩
国
分
会
か
ら
力
強
い
決

意
を
受
け
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
で
採
択
し
た
後
、

会
場
か
ら
岩
国
駅
前
ま
で
「
オ
ス
プ
レ
イ
の

沖
縄
配
備
阻
止
」
を
訴
え
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
支
援
を
受
け
な
が
ら
デ
モ
行
進
を

行
っ
た
。
８
月
５
〜
６
日
は
、
大
阪
西
梅
田

や
、
広
島
な
ど
で
も
連
帯
す
る
集
会
が
行
わ

れ
た
。

　
「
９
・
９
沖
縄
連
帯　

艦
載
機
も
オ
ス
プ
レ

イ
も
い
ら
な
い
！
岩
国
集
会
」
が
９
月
9
日

に
開
催
さ
れ
、
岩
国
市
議
会
議
員
・
市
民
な

ど
３
０
０
名
が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
中
国
地

協
か
ら
も
１
７
４
名
が
参
加
し
た
。集
会
後
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
見
え
る
旭
町
の
堤
防
道
路
ま

で
デ
モ
行
進
を
し
て
、
基
地
に
向
け
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
、
決
意
と
連
帯
の
意
志

を
示
し
た
。

９・９県民大会決議

　我々は、本日、日米両政府による垂直離着陸輸送機
MV22オスプレイ強行配備に対し、怒りを込めて抗議し、
その撤回を求めるためにここに集まった。
　沖縄県民は、米軍基地の存在ゆえに幾多の基地被害を
こうむり、１９７２年の復帰後だけでも、米軍人等の刑
法犯罪件数が６，０００件近くに上るなど、米軍による
事件・事故、騒音被害も後を絶たない状況である。
　１９９５年９月に、米海兵隊員３人による少女暴行事
件が起こり、同年１０月には事件に抗議する県民総決起
大会が行われ、８万５千人もの県民が参加し、米軍に対
する怒りと抗議の声を上げた。県民の強い抗議の声に押
され、日米両政府は、１９９６年の日米特別行動委員会
（ＳＡＣＯ）により米軍普天間基地の全面返還の合意を
行った。
　しかし、合意から１６年たった今日なお、米軍普天間
基地は市街地の真ん中に居座り続け、県民の生命・財産
を脅かしている。
　そのような中、日米両政府は、この危険な米軍普天間
基地に「構造的欠陥機」であるオスプレイを配備すると
通告し、既に山口県岩国基地に陸揚げがなされている。
さらに、オスプレイは米軍普天間基地のみでなく、嘉手
納基地や北部訓練場など、沖縄全域で訓練と運用を実施
することが明らかとなっており、騒音や墜落などの危険
により、県民の不安と怒りはかつてないほど高まってい
る。
　オスプレイは開発段階から事故をくり返し、多数に上
る死者を出し、今年に入ってからもモロッコやフロリダ
州で墜落事故を起こしている構造的欠陥機であること
は、専門家も指摘しているところであり、安全性が確認
できないオスプレイ配備は、到底容認できるものではな
い。
　沖縄県民はこれ以上の基地負担を断固として拒否す
る。そして県民の声を政府が無視するのであれば、我々
は、基地反対の県民の総意をまとめ上げていくことを表
明するものである。
　日米両政府は、我々県民のオスプレイ配備反対の不退
転の決意を真摯に受け止め、オスプレイ配備計画を直ち
に撤回し、同時に米軍普天間基地を閉鎖・撤去するよう
強く要求する。
　以上、決議する。

２０１２年９月９日
オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会

「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
」の
声
で
国
会
を
取
り
囲
む

沖
縄
県
民
大
会
と
連
帯
す
る

「
オ
ス
プ
レ
イ
搬
入・配
備
反
対
！
」岩
国
集
会


